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An inverse problenl means a deterHlinat'on of the system equation of a dynamical
systetュfor l17hich characteristics of tratectOries are partly prescribed beforehand ln
the previous paper,construction methods for this inverse problems are reported
This paper deals、vith an applcation of an inverse method to an ordinary problem
which is an analysis of limit sets for a given dynamical system A method for
obtaining many piled limit sets successively is propOsed, and some numerical
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九三-2死2~3‰―ガ
2X4+2Xぷ+XB-2と0
鳥 取 大 学 工 学 部 研 究 報 告 第 12巻
として解いてみる。いま,と,求める限界曲面をなるシステムを考える
(れ一つ(″二,ヵ)}(/3+β(χl,ル)}=0            4′
(χI)=―e(″r-10″子+9)
と置くことにより,前と同様な方法で解くことができる。     B′(/1)=2/1-2●4徹1)(″F-10χ子+9)
その結果                       と選ぶと,
2/32+12娩痛+22巧+4れ+3ガ=ε      4骸D=_c(モザf―拳F+9れ)




(応用例2)複数の極限集合の推定               ここに,積分定数は0とする。このとき9D式は,1 2個の極限集合をもつ2次元の  を得る。ここで考察するのは,
システムであり,内側に漸近安定な,外側に不安定な極     2ε″子(3/14_50″子+135)>0,
クル)をもつ例である。従って,    (χ:一α)("子―β)>0,限集合 (リミットサイ !
原点は不安定である。システムの方程式は,
α=響 ≒&靴 β=準 ≒聰 η
Ⅲ……・α91厘登1_呻物軸… こ才をより
とする。システムQOに対すると同様に,このシステムに     π子<α,又は β</12
対するリミットサイクルの状態空間における曲線方程式                ま考察しているXの領域る´が,β<イ12,は,ぃが得ら淑を,                          
に対し不適である。従って,ア12<2の条件のもとで得ら
7(丼)一εど=巧+24(″1)/2+B(χl)一εザ=0,     れる
・…・……201ε2,          ………・0<cI<
/22+24(ガ1)娩+B(χl)




θ2,なるェに対して,        なる領域は,原点に対する不安定領域*に含まれ,さらに,0=c。<71“)<(
(-1)・1(7(ガ)一εl)'1(grad 7(■),デ(■))>0    曲線,
…●¨●中い中¨ …¨…●………・231″子+(/2+4(″1))2=α “これは,五=1の時のみ意味をもち,
は,内側のリミットサイクルを内側から近似するものと|十B(″1)(2[z4′(れ)(ガ+24(χl)/2
1る。なってい十ε(死F-10″:+9)]/22+[B′(χl)-2χl                      
なる■に対して,-10χF+9)]娩一Z4(πl)χ:)    口)次に,a<7徹)<ぬ=∞,+2e4(″IX/r
………21)<0'                                 (-1)'1+ど
2(7(.)一σ2)ど2(grad 71■),r(x))>o.
に対 して2+B(″1)一εl<0,の■これを,ガ+24(χl)″
                     もまた,′2=1の時のみ意味をもち,2[4'(″1)十o(πr-loχ子+9)]π′十[B′(ァ1)      このとき
2)(2[4′(χl)
-2xl+2ε4(χl)(χ十-10″:+9)]/2          (π
テ+24(χl)/2+B(χl)一σ
…………………………………22      +c(″
r-lo/子+9)]イ十[B′(″1)-2ガ1
-24(,1)>0,
* これは原点に対する漸近安定領域に対応する意味で    +2ε4(χIX″十-10/12+9)]/2~24(ァ1)ァ:}
用いるものとし,厳密には不適切な用語である。        >0'         ………………………241
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